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JR連合への総結集と
労使の信頼関係構築へ全力をあげ

職場からの安全確立
政策課題の解決・前進を図ろう！

JR連合

JR連合

（旧　　　　　 ）

　

今
次
総
会
で
は
、
過
去
に
議

員
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
役
員
を
務
め

て
い
た
、
広
田
一
氏
（
10
月

22
日
の
参
議
院
議
員
補
欠
選
挙

に
お
い
て
当
選
）
を
再
び
本

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
迎
え
る
こ
と
を

確
認
し
、
衆
参
55
人
（
衆
34

人
、
参
21
人
）
の
新
体
制
を
発

足
さ
せ
た
。

　

事
務
局
か
ら
は
、
人
財
不
足

を
含
む
Ｊ
Ｒ
産
業
の
現
状
を
説

明
す
る
と
と
も
に
、
物
流
業
・

建
設
業
の
「
２
０
２
４
年
問
題
」

や
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実

現
に
係
る
諸
課
題
、
組
織
課
題

等
に
つ
い
て
も
説
明
し
、
各
議

員
に
対
し
て
具
体
的
な
取
り
組

み
の
展
開
に
お
け
る
連
携
を
要

請
し
た
。
議
員
側
か
ら
も
モ
ー

ダ
ル
シ
フ
ト
支
援
等
、
複
数
の

意
見
が
出
さ
れ
、
活
発
な
質
疑

応
答
と
な
っ
た
。
最
後
に
榛
葉

会
長
は
、
「
課
題
解
決
に
向
け
、

各
議
員
か
ら
も
Ｊ
Ｒ
各
社
の
横

連
携
に
お
力
添
え
を
頂
き
た
い
」

と
発
言
し
、
さ
ら
に
伴
野
副
会

長
は
「
政
策
課
題
の
解
決
の
み

な
ら
ず
、
あ
ら
た
め
て
組
織
課

題
の
解
決
に
も
取
り
組
ん
で
い

こ
う
」
と
呼
び
掛
け
、
総
会
を

締
め
括
っ
た
。

　

11
月
16
日
、
Ｊ
Ｒ
連
合
の
政
策
活
動
を
は
じ
め
と
す
る
各
種

活
動
に
賛
同
し
連
携
す
る
国
会
議
員
で
構
成
さ
れ
た
21
世
紀
の

鉄
道
を
考
え
る
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
第
19
回
総
会
を
開
催
し
た
。

 

総
会
に
は
榛
葉
賀
津
也
会
長
、
泉
健
太
副
会
長
、
伴
野
豊
副

会
長
、
小
川
淳
也
事
務
局
長
を
は
じ
め
、
衆
参
40
人
を
超
え
る

国
会
議
員
が
出
席
し
、
終
了
後
は
４
年
ぶ
り
と
な
る
懇
親
会
も

開
催
し
た
。

２０２４春季生活闘争の4本柱について所見を述べる芳野会長

自
動
車
連
絡
会
第
31
回
総
会

バ
ス
産
業
の
危
機
的
状
況
を

乗
り
越
え
取
り
組
み
の
強
化
を

地
方
議
員
団
連
絡
会
総
会

初
当
選
地
方
議
員
も
参
画

　

同
16
日
、
地
方
議
員
団
連
絡

会
第
29
回
総
会
も
開
催
し
、
代

表
幹
事
の
中
田
利
幸
米
子
市
議

を
は
じ
め
と
す
る
連
絡
会
役
員

お
よ
び
各
議
員
団
会
議
の
代
表

者
が
出
席
し
た
。
初
当
選
の
宇

田
川
祐
治
杉
並
区
議
（
Ｊ
Ｒ
東

海
ユ
ニ
オ
ン
議
員
団
）
や
坪
田

晋
福
岡
県
議
（
Ｊ
Ｒ
西
労
組
議

員
団
）
を
は
じ
め
、
本
年
４
月

　

最
後
に
、
貨
物
鉄
産
労
か
ら

の
推
薦
を
受
け
、
連
絡
会
幹
事
に

藤
枝
隆
博
秋
田
市
議
を
選
出
す

る
と
と
も
に
、
中
田
代
表
幹
事
を

再
選
す
る
新
体
制
を
確
立
し
た
。

の
統
一
地
方
選

挙
で
当
選
を
果

た
し
た
議
員
ら

は
、
各
単
組
役

員
・
組
合
員
ら

の
支
援
に
対
す

る
感
謝
の
言
葉

を
述
べ
た
。

　

総
会
で
は
、

当
面
す
る
政
策

課
題
、
と
り
わ

け
改
正
「
地
域

交
通
法
」
に
係

る
改
正
経
過
や

ま
た
、
前
年
を
上
回
る
賃
上
げ

を
め
ざ
す
と
し
て
、
「
賃
上
げ

分
３
％
以
上
、
定
昇
相
当
分
を

含
め
５
％
以
上
の
賃
上
げ
を
目

安
と
す
る
」
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

　

全
体
討
論
で
は
、
Ｊ
Ｒ
連
合

か
ら
住
吉
一
家
労
働
政
策
局
長

が
発
言
に
立
ち
、
「
組
合
員
の

努
力
に
対
し
て
賃
上
げ
を
は
じ

め
と
す
る
人
へ
の
投
資
で
報
い

る
こ
と
は
企
業
の
責
務
」
と
主

張
し
、
Ｊ
Ｒ
連
合
に
お
け
る
闘

争
方
針
の
中
心
に
据
え
る
考
え

を
示
し
た
。
そ
し
て
、
賃
上
げ

の
流
れ
を
創
り
上
げ
る
た
め
に

は
社
会
基
盤
整
備
も
必
要
で
あ

り
、
特
に
労
務
費
を
含
め
た
価

格
転
嫁
の
視
点
が
重
要
で
あ
る

こ
と
、
建
設
業
に
お
け
る
２
０

２
４
年
問
題
は
、
社
会
基
盤
に

係
る
産
業
横
断
的
な
課
題
で
あ

り
、
特
定
の
産
業
に
限
ら
れ
た

問
題
で
は
な
い
こ
と
な
ど
を
主

張
し
、
連
合
に
対
し
て
価
格
転

社
会
機
運
の
醸
成
、
加
盟
組
合

の
真
摯
な
交
渉
に
よ
る
成
果
だ

と
振
り
返
り
、
２
０
２
４
春
季

生
活
闘
争
の
柱
と
し
て
①
前
年

を
上
回
る
賃
上
げ
、
②
価
格
転

嫁
の
確
実
な
実
施
、
③
政
策
制

度
の
実
現
、
④
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
・
多
様
性
の
推
進
の
４
点
に

つ
い
て
所
見
を
述
べ
た
。

　

事
務
局
か
ら
提
起
さ
れ
た
基

本
構
想
で
は
、
人
へ
の
投
資
を

起
点
と
し
て
経
済
の
好
循
環
を

力
強
く
回
し
て
い
く
こ
と
を
め

ざ
し
、
賃
上
げ
を
継
続
さ
せ
、

経
済
・
賃
金
・
物
価
も
安
定
的

に
上
昇
す
る
経
済
社
会
へ
の
ス

テ
ー
ジ
転
換
を
図
る
正
念
場
と

の
基
本
ス
タ
ン
ス
が
示
さ
れ
た
。

論
集
会
を
開
催
し
た
。
集
会
に

は
各
産
別
・
地
方
連
合
会
の
代

表
者
や
関
係
団
体
な
ど
か
ら
オ

　

連
合
は
10
月
30
日
、
千
葉

県
浦
安
市
に
お
い
て
、
連
合
２

０
２
４
春
季
生
活
闘
争
中
央
討

嫁
に
必
要
な
社
会
へ
の
理
解
浸

透
や
建
設
業
の
２
０
２
４
年
問

題
に
積
極
的
に
協
力
す
る
よ
う

要
請
し
た
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
連
合

に
お
け
る
人
財
確
保
・
定
着
の

課
題
に
つ
い
て
危
機
感
を
訴
え
、

「
十
分
な
分
配
と
働
き
方
の
見

直
し
を
通
じ
た
産
業
の
魅
力
向

上
を
図
る
た
め
、
加
盟
96
単

組
が
ワ
ン
チ
ー
ム
と
な
っ
て
取

り
組
み
、
産
業
の
発
展
と
組
合

員
の
幸
せ
の
実
現
を
め
ざ
す
」

Ｊ
Ｒ
連
合
の
主
張
を
説
明
し
、

各
議
員
に
対
し
、
都
道
府
県
訪

問
の
取
り
組
み
や
議
会
に
お
け

る
発
言
等
の
取
り
組
み
要
請
を

行
っ
た
。

と
決
意
を
表
明
し
た
。

　

な
お
、
連
合
は
12
月
に
開
催

す
る
第
91
回
中
央
委
員
会
に
お

い
て
２
０
２
４
春
季
生
活
闘
争

方
針
を
決
定
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

大
へ
の
取
り
組
み
を
要
請
し
た
。

　

総
会
で
は
、
バ
ス
産
業
の
持

続
的
な
発
展
に
向
け
た
取
り
組

み
や
安
全
の
確
立
、
各
種
政
策

課
題
の
解
決
、
労
働
条
件
の
改

善
、
組
織
の
強
化
に
つ
い
て
、

向
こ
う
一
年
間
の
方
針
を
決
定

し
た
後
、
矢
田
代
表
幹
事
に
よ

る
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
締
め
く

く
っ
た
。

　

翌
２
日
は
、
じ
ょ
う
て
つ
バ

ス
川
沿
営
業
所
に
て
出
勤
点
呼

の
流
れ
や
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

シ
ス
テ
ム
の
活
用
状
況
、
６
年

前
に
新
設
さ
れ
た
整
備
工
場
で

の
安
全
対
策
等
を
視
察
し
た
。

視
察
後
は
、
じ
ょ
う
て
つ
バ
ス
、

私
鉄
総
連
北
海
道
地
方
労
働
組

合
・
同
定
山
渓
鉄
道
支
部
と
の

意
見
交
換
を
開
催
し
、
安
全
教

育
の
内
容
や
２
０
２
４
年
４
月

か
ら
適
用
開
始
と
な
る
改
善
基

準
告
示
へ
の
対
応
状
況
、
人
手

不
足
解
消
に
向
け
た
採
用
・
人

事
運
用
の
取
り
組
み
、
Ｄ
Ｘ
推

進
の
課
題
等
に
つ
い
て
情
報
共

有
し
た
。

　

自
動
車
連
絡
会
は
、
魅
力
あ

る
バ
ス
産
業
の
実
現
や
Ｊ
Ｒ
バ

ス
労
働
者
の
処
遇
改
善
に
向
け
、

全
国
の
仲
間
と
と
も
に
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

ン
ラ
イ
ン

を
含
め
総

勢
５
５
２

人
が
参
加

し
た
。

　

冒
頭
、

連
合
の
芳

野
友
子
会

長
は
、
２

０
２
３
春

季
生
活
闘

争
に
つ
い

て
、
政
労

使
の
認
識

の
一
致
、

ＪＲ各社の連携に向け汗をかこうと訴える榛葉会長

ＪＲ連合とのより一層の連携を促す中田代表幹事

席
し
、
代
表
し
て
荻
山
会
長
か
ら

「
コ
ロ
ナ
禍
で
課
題
が
顕
在
化

し
、
地
域
公
共
交
通
は
転
機
を

迎
え
て
い
る
。
再
構
築
協
議
会

で
の
モ
ー
ド
転
換
や
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
に
関
す
る
議
論
も
取
り
沙
汰

さ
れ
て
お

り
、
注
視

す
る
必
要

が
あ
る
」

と
課
題
提

起
し
た
ほ

か
、
２
０

２
４
春
季

生
活
闘
争

や
組
織
の

強
化
・
拡

刻
な
人
手
不
足
に
見
舞
わ
れ
、

非
常
に
苦
し
い
状
況
に
あ
る
。

バ
ス
関
係
労
働
者
の
賃
金
や
労

働
時
間
等
が
他
産
業
と
比
べ
低

位
に
あ
る
こ
と
が
要
因
で
あ
り
、

待
遇
改
善
を
図
り
魅
力
向
上
に

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
呼
び
か
け
た
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
は
荻

山
市
朗
会
長
、
政
所
大
祐
事
務

局
長
、相
良
夏
樹
組
織
局
長
、

石
川
敏
也
産
業
政
策
局
長
が
出

　

自
動
車
連
絡
会
は
11
月
１

日
、
札
幌
市
内
に
お
い
て
第

31
回
総
会
を
開
催
し
た
。
全
国

か
ら
Ｊ
Ｒ
バ
ス
産
業
で
働
く

仲
間
が
集
ま
り
、
バ
ス
産
業

が
陥
っ
て
い
る
危
機
的
状
況
を

乗
り
越
え
る
べ
く
議
論
を
交
わ

し
た
。

　

冒
頭
、
挨
拶
に
立
っ
た
矢
田

尊
弘
代
表
幹
事
（
Ｊ
Ｒ
西
労
組

西
日
本
Ｊ
Ｒ
バ
ス
地
本
執
行
委

員
長
）
は
、
「
バ
ス
産
業
は
深

じょうてつバス整備工場を視察

自動車連絡会第31回総会

補
選
当
選
を
経
て
広
田
参
議
院
議
員
が
再
加
入

住吉労働政策局長

連
合
２
０
２
４
春
季
生
活
闘
争
中
央
討
論
集
会

「
人
へ
の
投
資
で
報
い
る
こ
と
は

企
業
の
責
務
」と
主
張

連
合
２
０
２
４
春
季
生
活
闘
争
中
央
討
論
集
会

「
人
へ
の
投
資
で
報
い
る
こ
と
は

企
業
の
責
務
」と
主
張

21世紀の鉄道を考える議員フォーラム第19回総会

政策課題の解決のみならず
組織課題の解決へ

21世紀の鉄道を考える議員フォーラム第19回総会

政策課題の解決のみならず
組織課題の解決へ

　ＪＲ７単組では、11月27日までに2023年年末手当交渉を
全単組で妥結した（年間臨給で春に妥結している単組を含む）。
　コロナ禍からの回復に伴い、業績を伸ばす会社もある中、
組合員の期待は大きく、これまでの組合員の負託に応える
べく、各単組は鋭意交渉を進めてきた。
　ＪＲ各単組の妥結状況は下表。全単組で昨年を上回る成
果を得た。

年末手当ＪＲ７単組で妥結

単組名
２０２3年 ２０２2年

要求日 要求内容 妥結日 妥結内容 要求内容 妥結日 妥結内容

ＪＲ北労組 10/25 2.8ヶ月
12/14支払 11/27 1.94ヶ月

12/14支払
2.5ヶ月
12/14支払 11/25 1.7ヶ月 

12/14支払

ＪＲＥユニオン 10/23 3.0ヶ月
12/4支払 11/10

2.65ヶ月
＋5万円
12/4支払

2.45ヶ月
12/2支払 11/11

2.4ヶ月
＋2万円
12/5支払

ＪＲ東海ユニオン 10/12 3.0ヶ月
12/8支払 11/9 2.95ヶ月

12/8支払
2.9ヶ月
12/9支払 11/10 2.7ヶ月

12/9支払

ＪＲ西労組 （2/6） （年間5.0ヶ月） （3/15） （年間4.2ヶ月）（年間4.0ヶ月） 11/11
1.8ヶ月
＋3万円
12/9支払

ＪＲ四国労組 10/17 2.1ヶ月
12/7支払 11/24 1.65ヶ月

12/7支払
1.8ヶ月
12/7支払 11/24 1.43ヶ月

12/7支払

ＪＲ九州労組 9/29 3.0ヶ月
12/8支払 11/17

2.3ヶ月
＋0.2ヶ月
12/8支払

2.5ヶ月
12/9支払

55歳以上の加算措置
11/29 1.9ヶ月

12/13支払

貨物鉄産労 10/16
2.88ヶ月

（年4.5ヶ月で夏季手当と
の差分）

11/17 1.63ヶ月
12/7支払

2.78ヶ月
（年4.5ヶ月で夏1.72ヶ月
支給との差分）

11/18 1.62ヶ月
12/9支払
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と
発
言
し
、
さ
ら
に
伴
野
副
会

長
は
「
政
策
課
題
の
解
決
の
み

な
ら
ず
、
あ
ら
た
め
て
組
織
課

題
の
解
決
に
も
取
り
組
ん
で
い

こ
う
」
と
呼
び
掛
け
、
総
会
を

締
め
括
っ
た
。

　

10
月
26
日
、
日
本
製
鉄
㈱

東
日
本
製
鉄
所
鹿
島
地
区
を
訪

問
し
、
第
16
回
業
種
間
安
全

検
討
会
を
開
催
し
た
。
安
全
対

策
委
員
14
人
が
出
席
し
、
労

災
事
故
防
止
の
取
り
組
み
な
ど

を
学
ぶ
と
と
も
に
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

　

業
種
間
安
全
検
討
会
は
、
Ｊ

Ｒ
以
外
の
産
業
・
企
業
に
お
け

る
安
全
確
立
の
取
り
組
み
を
虚

心
坦
懐
に
学
ぶ
機
会
と
し
て
開

催
し
て
お
り
、
今
回
は
日
本
の

産
業
に
お
け
る
安
全
衛
生
活
動

を
常
に
リ
ー
ド
し
続
け
て
き
た

鉄
鋼
業
界
の
取
り
組
み
を
学
ぶ

べ
く
、
日
本
基
幹
産
業
労
働
組

合
連
合
会
・
日
本
製
鉄
鹿
島
労

働
組
合
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
。

　

冒
頭
、
Ｊ
Ｒ
連
合
を
代
表
し

て
荻
山
会
長
よ
り
「
安
全
最
優

先
、
安
全
確
立
を
最
重
要
課
題

と
位
置
付
け
、「
す
べ
て
の
Ｊ

Ｒ
関
係
労
働
者
の
死
亡
事
故
・

重
大
労
災
ゼ
ロ
」
を
掲
げ
て
取

り
組
ん
で
い
る
。
私
た
ち
働
く

者
の
安
全
を
守
る
こ
と
が
ひ
い

て
は
鉄
道
全
体
の
安
全
確
立
に

繋
が
る
と
確
信
し
て
い
る
。
今

員
が
日
々
業
務
に
従
事
し
て
い

る
。
管
理
者
と
現
場
と
の
間
で

の
情
報
共
有
の
あ
り
方
や
関
係

会
社
と
の
間
で
安
全
に
対
す
る

意
識
や
情
報
を
共
有
す
る
「
直

協
連
携
」
の
考
え
、
定
期
的
な

ル
ー
ル
の
見
直
し
に
よ
る
実
効

性
の
確
保
、
対
話
の
時
間
創
出

に
向
け
た
会
議
体
の
見
直
し
な

ど
会
社
の
様
々
な
取
り
組
み
の

説
明
を
受
け
た
。
意
見
交
換
で

は
、
労
働
組
合
と
し
て
の
安
全

へ
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
や
人
財
確

保
の
課
題
に
も
触
れ
、
有
意
義

な
機
会
と
な
っ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
安
全
対
策
委

員
会
を
中
心
に
、
安
全
の
取
り

組
み
を
一
層
推
進
す
る
と
と
も

に
、
今
回
の
業
種
間
安
全
検
討

会
で
得
ら
れ
た
知
見
を
今
後
に

活
か
し
て
い
く
。

　

ま
た
Ｊ
Ｒ
産
業
内
に
潜
む
革

マ
ル
派
勢
力
の
蠢
き
と
非
民
主

的
な
取
り
組
み
を
踏
ま
え
、
組

合
員
を
守
り
な
が
ら
も
実
態
を

把
握
し
歪
ん
だ
行
動
を
正
し
て

い
く
民
主
化
闘
争
強
化
の
必
要

性
を
訴
え
た
。
さ
ら
に
は
、
黄

線
区
問
題
を
含
む
地
域
公
共
交

通
や
、
北
海
道
新
幹
線
の
延
伸

に
伴
う
函
館
本
線
の
人
流
・
物

流
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
・
Ｊ
Ｒ
貨
物

の
経
営
自
立
に
ま
つ
わ
る
課

題
を
あ
げ
、
21
世
紀
の
鉄
道

を
考
え
る
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
や

地
方
議
員
団
連
絡
会
に
所
属
す

る
議
員
と
の
連
携
を
行
い
、
責

任
あ
る
政
策
・
政
治
活
動
を
進

め
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
訴

え
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
は
政
所
事
務

局
長
が
参
画
し
、
Ｊ
Ｒ
産
業
・

労
働
界
に
係
る
情
勢
や
Ｊ
Ｒ
連

合
の
諸
活
動
報
告
と
、
組
織
強

化
・
拡
大
と
政
策
・
政
治
に
係

る
取
り
組
み
内
容
に
つ
い
て
の

情
報
共
有
を
図
っ
た
。

　

質
疑
で
は
、
黄
線
区
問
題
の

政
府
支
援
や
会
社
の
動
向
、
ア

ボ
イ
ダ
ブ
ル
・
コ
ス
ト
ル
ー
ル

に
ま
つ
わ
る
問
題
の
解
決
等
に

係
る
発
言
・
応
答
、
情
報
共
有

が
行
わ
れ
た
。

　

役
員
選
出
で
は
、
昆
弘
美
議

長
を
は
じ
め
と
す
る
役
員
の
続

投
が
承
認
さ
れ
、
す
べ
て
の
議

案
を
満
場
一
致
で
承
認
し
閉
会

し
た
。

《
四
役
》

議　

長　

昆　

弘
美（
Ｊ
Ｒ
北
労
組
）

副
議
長　

菊
地
克
敏（
貨
物
鉄
産
労
）

事
務
局
長　

人
見
圭
一（
Ｊ
Ｒ
北
労
組
）

事
務
局
次
長　

吉
永
和
史（
貨
物
鉄
産
労
）

速
鉄
道
・
新
幹
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
拡
充
す
る
こ
と
が
、
国
土

の
均
衡
あ
る
持
続
的
な
発
展
に

繋
が
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の

新
幹
線
整
備
の
実
績
か
ら
み
て

も
明
ら
か
で
あ
る
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
と
鉄
構
労
は
、
引

き
続
き
密
に
連
携
を
行
い
、
高

速
鉄
道
・
新
幹
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
構
築
の
有
用
性
を
訴
え
て
い

く
こ
と
と
す
る
。

目
標
」
の
達
成
に
向
け
、
各
単

組
で
は
継
続
的
に
各
級
機
関
で

女
性
役
員
を
選
出
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
組
合
員
比
率
に
応
じ
た
女

性
役
員
を
選
出
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　

参
加
単
組
か
ら
は
、
女
性
三

役
が
１
人
体
制
で
あ
っ
た
と
こ

ろ
を
２
人
に
増
や
し
、
就
任
時

期
を
ず
ら
す
こ
と
で
経
験
の
あ

る
役
員
が
新
人
役
員
を
教
育
す

る
こ
と
が
で
き
る
体
制
を
自
組

織
で
整
え
た
こ
と
な
ど
が
報
告

さ
れ
た
。

　

ま
た
、
そ
も
そ
も
女
性
社
員

が
少
な
い
こ
と
が
女
性
役
員
選

出
を
難
し
く
し
て
い
る
根
本
的

な
要
因
で
あ
り
、
各
労
使
に
お

い
て
、
各
系
統
で
偏
り
の
な
い

採
用
を
求
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
旨
事
務
局
か
ら
も
提
起
し
た
。

　
当
日
は
、
２
０
２
３
連
合
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
推
進
中
央
集
会
が

都
内
で
開
催
さ
れ
、
Ｊ
Ｒ
連
合

か
ら
も
参
画
し
、
基
調
講
演
・

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な

ど
か
ら
、
他
組
織
の
取
り
組
み

や
今
後
の
課
題
等
、
多
く
の
知

見
を
得
た
。

　
参
加
者
は
、
本
集
会
で
得
た
知

識
や
感
じ
た
こ
と
を
単
組
に
持

ち
帰
り
、
今
後
の
活
動
に
活
か

し
て
い
く
こ
と
を
誓
い
合
っ
た
。

業
種
間
安
全
検
討
会

労
災
事
故
防
止
の
取
り
組
み
で

知
見
を
共
有

日
の
こ
の
機

会
を
活
動
に

も
活
か
し
て

い
き
た
い
」

と
Ｊ
Ｒ
連
合

の
取
り
組
み

を
述
べ
た
。

　

東
日
本
製

鉄
所
鹿
島
地

区
は
、
広
大

な
敷
地
で
協

力
会
社
を
含

め
多
く
の
人

　

10
月
23
日
、
Ｊ
Ｒ
連
合
、
航

空
連
合
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
連
合

の
３
産
別
は
、
こ
れ
ま
で
の
共

同
行
動
を
振
り
返
り
、
コ
ロ
ナ

禍
へ
の
対
応
に
お
い
て
発
生
し

た
課
題
や
教
訓
を
抽
出
す
べ
く
、

合
同
会
議
を
開
催
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
は
荻
山
会
長
・

政
所
事
務
局
長
・
石
川
産
業
政

策
局
長
が
参
画
し
、
闊
達
な
討

議
を
行
っ
た
。

　

会
議
で
は
、
各
産
業
の
現
況

や
課
題
、
業
界
の
特
情
等
に
か

か
る
情
報
を
持
ち
寄
り
共
有
す

る
と
と
も
に
、
連
合
が
参
画
し

て
い
る
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
対
策
推
進
会
議
」
に
お
け

る
議
論
や
今
後
の
政
府
政
策
に

反
映
し
た
い
意
見
・
教
訓
等
に

つ
い
て
討
議
を
行
っ
た
。
と
り

わ
け
、
感
染
症
に
よ
る
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
発
生
時
に
根
拠
な
く
移

動
を「
悪
」と
し
人
流
を
ス
ト
ッ

プ
し
た
政
策
に
は
共
通
し
て
強

い
問
題
意
識
を
持
つ
こ
と
を
再

確
認
し
た
。
指
定
公
共
機
関
と

し
て
事
業
継
続
を
求
め
ら
れ
る

事
業
者
へ
の
支
援
措
置
の
必
要

性
な
ど
が
、
主
た
る
意
見
と
し

て
あ
げ
ら
れ
た
。

　

今
後
、
３
産
別
は
連
合
や
交

運
労
協
と
の
間
で
課
題
認
識
を

共
有
す
る
と
と
も
に
連
携
を
強

化
し
、
産
業
で
働
く
者
を
守
り
、

産
業
の
回
復
・
発
展
に
繋
が
る

政
策
の
推
進
に
繋
げ
て
い
く
。

ま
た
、
人
財
流
出
や
深
刻
な
人

手
不
足
と
い
っ
た
共
通
課
題
に

向
き
合
い
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を

視
野
に
入
れ
つ
つ
、
産
業
を
担
う

人
財
の
確
保
等
に
向
け
た
取
り

組
み
や
情
報
交
換
を
継
続
し
て

行
っ
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

ち
、
直
近
の
獣
害
被
害
や
自
然

災
害
に
触
れ
、
こ
れ
ら
に
常
に

晒
さ
れ
る
中
で
の
業
務
遂
行
や

労
働
組
合
諸
活
動
の
推
進
・
尽

力
に
対
し
て
敬
意
と
謝
意
を
示

し
つ
つ
、
安
全
確
立
の
意
識
を

職
場
か
ら
主
体
的
に
創
り
上
げ

る
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く

決
意
を
述
べ
た
。

　

10
月
29
日
、
北
海
道
地
方

協
議
会
は
、
札
幌
市
内
で
第
５

回
定
期
委
員
会
を
開
催
し
、
向

こ
う
１
年
間
の
活
動
方
針
を
決

定
し
、
諸
活
動
を
力
強
く
展
開

し
て
い
く
決
意
を
固
め
合
っ
た
。

　

冒
頭
、
昆
弘
美
議
長
（
Ｊ
Ｒ

北
労
組
中
央
執
行
委
員
長
・
Ｊ

Ｒ
連
合
副
会
長
）
が
挨
拶
に
立

　

10
月
27
日
、
東
京
都
内
に
お

い
て
、
第
16
回
女
性
役
員
意
見

交
換
会
を
開
催
し
た
。
５
単

組
13
人
の
女
性
役
員
等
が
参
画

し
、
さ
ら
に
日
韓
の
鉄
道
産
業

の
女
性
の
働
き
方
に
つ
い
て
研

究
す
る
立
教
大
学
経
済
学
部
の

朴
峻
喜
助
教
か
ら
も
出
席
い
た

だ
い
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
が
策
定
し
た
「
第

４
次
男
女
平
等
参
画
推
進
行
動

幹
線
の
整
備
計
画
へ
の
格
上
げ

に
向
け
た
調
査
の
早
期
再
開
な

ど
、
幅
広
く
意
見
を

交
換
し
た
。

　

ま
た
、
建
設
業
に

係
る
２
０
２
４
年
問

題
に
つ
い
て
も
議
論

が
深
め
ら
れ
、
今
後

の
課
題
を
出
席
者
で

共
有
し
た
。

　

人
口
減
少
局
面
に

は
あ
る
も
の
の
、
高

州（
新
鳥
栖
〜
武
雄
温
泉
間
）・
リ

ニ
ア
中
央
各
新
幹
線
の
早
期
開

業
に
向
け
て
、
現
状
の
課
題
を

確
認
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
知
恵
を
出

し
合
っ
た
。
さ
ら
に
、
四
国
新

少
に
加
え
、
コ
ロ
ナ
禍
で
一
層

厳
し
く
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し

た
状
況
を
打
破
す
る
た
め
、
Ｊ

Ｒ
連
合
と
鉄
構
労
は
本
年
２
月
、

「
地
域
活
性
・
発
展
の
礎
と
な

る
鉄
道
網
の
構
築
を
目
指
し
て

〜
高
速
鉄
道
・
新
幹
線
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
と
計
画
推
進
に

係
る
政
策
提
言
〜
」
を
策
定
し
、

関
係
各
所
へ
高
速
鉄
道
の
必
要

性
・
有
用
性
を
訴
え
て
き
た
。

　

意
見
交
換
で
は
、
北
海
道

（
新
函
館
北
斗
〜
札
幌
間
）・
北

陸（
敦
賀
〜
新
大
阪
間
）・
西
九

　

11
月
７
日
、
鉄
道
運
輸
機
構

労
働
組
合
（
鉄
構
労
）
と
、
整

備
新
幹
線
計
画
の
推
進
等
を
は

じ
め
と
す
る
産
業
政
策
や
建
設

業
に
係
る
２
０
２
４
年
問
題
等

に
つ
い
て
、
意
見
交
換
を
実
施

し
た
。

　

鉄
構
労
は
、
事
業
の
内
容
か

ら
Ｊ
Ｒ
連
合
と
の
関
わ
り
が
深

く
、
こ
れ
ま
で
も
定
期
的
に
情

報
交
換
を
行
っ
て
き
た
。

　

鉄
道
建
設
の
中
で
も
、
特
に

整
備
新
幹
線
建
設
を
め
ぐ
る
環

境
は
、
少
子
化
に
よ
る
人
口
減

が
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
が
世
間
に
浸
透
し
て
い

る
か
と
問
わ
れ
る
と
、
受
け
皿
に
な
り

得
る
と
は
言
い
難
い
状
態
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
問
題
が
山
積
し
て
い
る
な

か
で
、
健
全
な
労
働
組
合
の
構
築
と
信
頼

に
基
づ
く
労
使
関
係
の
構
築
は
必
要
不
可

欠
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
貨
物

が
抱
え
て
い
る
問
題
は
、
箱
根
以
東
で
の

課
題
と
同
様
で
あ
り
、
民
主
化
が
達
成
さ

れ
て
い
な
い
地
域
に
お
い
て
、
Ｊ
Ｒ
連
合

へ
の
総
結
集
な
く
し
て
解
決
す
る
こ
と
は

困
難
で
す
。

　

私
自
身
も
民
主
化
当
該
単
組
と
し
て
、

最
前
線
で
運
動
に
参
画
し
て
い
く
決
意
で

す
。
引
き
続
き
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

期
決
算
で
は
、
単
体
の
経
常
利
益
は
△
21

億
円
、
２
０
２
４
年
３
月
の
業
績
見
通
し

は
経
常
利
益
△
15
億
円
、
当
期
純
利
益
は

△
８
億
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
先
を
見
れ
ば
青
函
ト
ン
ネ
ル
の
新
幹
線
共

用
問
題
や
北
海
道
整
備
新
幹
線
に
伴
う
並
行

在
来
線
問
題
、
ア
ボ
イ
ダ
ブ
ル
コ
ス
ト
ル
ー

ル
の
改
訂
、
直
近
で
は
物
流
２
０
２
４
年
問

題
が
あ
り
ま
す
。
２
０
２
４
年
問
題
は
貨
物

鉄
道
輸
送
に
追
い
風
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

 

貨
物
鉄
産
労
中
央
本
部
書
記
長
の
橋
爪

博
史
で
す
。
職
場
は
愛
知
県
名
古
屋
市
に

あ
る
名
古
屋
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
で
コ
ン

テ
ナ
操
配
業
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
Ｊ

Ｒ
連
合
傘
下
の
全
国
の
仲
間
の
皆
さ
ん
に

は
、
常
日
頃
か
ら
民
主
化
支
援
の
取
り
組

み
に
多
大
な
ご
高
配
を
賜
り
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
貨
物
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
変
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
第
２
四
半

役員紹介

貨
物
鉄
道
産
業
労
働
組
合

（
貨
物
鉄
産
労
中
央
本
部
）

書
記
長

 

橋 

爪  

博 

史 

さ
ん

日本製鉄東日本製鉄所鹿嶋地区の皆さんと

北海道地協第５回定期委員会

鉄構労と山積課題について意見交換

鉄
構
労
と
意
見
交
換

高
速
鉄
道・新
幹
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の

有
用
性
を
訴
え   

　

３産別共同行動
コロナ禍対応において
生じた課題と教訓を抽出

～航空連合・サービス連合と連携～

女性役員意見交換会

第４次男女平等参画
推進行動目標の達成へ

連合ジェンダー平等推進中央集会に参加

「ご安全に」

北海道地協第５回定期委員会

民主化闘争強化の
必要性を訴える


